
イ．飛沫感染予防策（ドロップレットプリコーション） 

 

病室 感染症患者は出来れば個室にて隔離。同病者を複数人集めて同一部

屋で管理することも可能だが、患者間、面会者は少なくとも１ｍ以

上離す。（家族以外は面会禁止） 

特別な換気装置は不要。 

必要時以外は病室を出ない。 

保菌者は標準予防策とする。 

エプロン 標準予防策に準じる。 

マスク 患者から１ｍ以内で接する時に着用する。 

やむを得ず患者が病室を出るときは着用する。 

手袋 標準予防策に準じる。 

手洗い 標準予防策に準じる。 

使用後器材 標準予防策に準じる。 

食器類 標準予防策に準じる。 

器械 標準予防策に準じる。 

リネン 標準予防策に準じる。 

ベッド清掃 標準予防策に準じる。 

便器・尿器 標準予防策に準じる。 

感染性廃棄物 標準予防策に準じる。 

清掃 清掃方法は標準予防策に準じる。 

 

 


